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遠いようで近い国～キルギス
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10月はシルバー人材センター事業の普及啓発 i

促進月間です。 このPRのため、 同センター会 I

員25名が、ボランティアで市役所内の清掃・草 l
刈り作業を行いました。 この活動も今年で13年 ：

目になります。元気なお年寄りたちが笑顔で作 l
業し、活動をアピールしていました。

（写真・文松岡中学校仙波直之） ：

※10月4日・ 5 1ﾖ、市役所で職場体験学習をした松岡中学校,
2年の仙波直之さんが、取材しました。
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JICAの海外青年協力隊員として2年間、 中央アジア

のキルギス共和国で活動した新沢奈津子さんが松岡地区

公民館でワークショッブを行いました。 これまで市報で

連載された「キルギス滞在記」にまつわる話や、キルギ

ス独自の習慣や文化を紹介。また、講演後にはキルギス

の弦楽器（コムス）の演奏が行われました。

第30回中央公民館まつり ‐…~…i~~~-……………~~….~~…~~~…
!どいかやさんの講演会Ⅱ 一一一 一 ｰ■＝マーマー10月20日(土)･21日(日）
絵本づくり客語る1
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第16同秋の山野草展示会 ｜
ロ

'10月6日(土)･7日(日)’ ｜

多くの人が訪れました。 ,
ロ
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月29日(土)’
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動物や自然などを題材とした作品で高い評

価を受けている作家どいかやさんが、高萩市

立図書館を訪れ、絵本。原画の魅力を語りま

した。会場には、ふたりの女の子が自転車に

乗っていろいろなものに出会う 「チリとチリ

リ」やフェルトを使った可愛らしい絵本「ト

ラリーヌ」などの原画が飾られました。約50

名のファンが集まり、講演後にはサイン会が

実施されました。
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10月21日(日）
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小山ダム歩く会プロムナードフェスタ2007

10月8日(月）
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駅東口ハーモニーパークで開催された恒例のう ：
． ‐ ． ． ” 、 ‐ －． ． ． ，， 一 も － －、 ロ

リーマーケットには、書籍や古着、 日用雑貨など ； 県内最大規模の小山ダム（横川）を会場に、約300

を持ち寄った約100組のみなさんが出店しました。 ： 人の参加者がダムを周回する7. 4kmコースを歩きまし

また、今回初の試みとして、参加者からの市内の ： た°野球チームの仲間と参加した日立市の中学生は、

珍しい情報を元に「高萩こだわり名所マップ」を l 1時間10分という早さで1番にゴール。 「途中走った

作成しました。 このマップは市の観光PRのため ， りして疲れたけど、景色が綺麗で楽しく歩くことがで

に使われるということです。 ： きた。完歩できて良かった｡」 と満足した表情。運動

..------.. .｡ .. .. ..----.･ ,･ ･･ ･･ ･･-----｡･ ･---･･----｡･-･･ ･･ ･･--I 後には、用意された豚汁を参加者全員で味わいました。
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海岸アートプロジエクト2007 1 サーを蒜ヘハーキョミエ塾
i 花貫渓谷の清掃活動
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高萩海水浴場の堤防

上の区画（1×4メー

トル）に約130人の参

加者が絵を描きました。

4年目となる今回のテー

マは「うみ･未来･夢＆

自然とのコラボレーショ

ン」です。 これまでに

描かれた壁画の総数は

100区画にもなります。

日
日

b lOO区画にもなります。 i 毎年県内外から多くの観光客が訪れる

： クジラやイルカなど思 I 紅葉の名所、花員渓谷。紅葉シーズンを

：い思いに描いた色とり I 前にきれいな渓谷を観光客に味わっても

： どりの個性豊かな作品 I らおうと、約20名の市民が参加して清掃
Iが海岸を埋め尽くし、 ： 活動を行いました。小滝沢キャンプ場や

：訪れた人たちの目を楽 ： 汐見滝吊り橋を中心に作業を行い、約
I しませていました。 : 200kgのごみを回収しました。
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絵画クラブ彩の会絵画展I

10月8日(月)～14日(日）
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10月14日(日） 山手集落センターフェスティバル
同センターで開催された秋の収

穫祭には、地元高萩地区の方々を

はじめ多くのみなさんが訪れまし

た。会場には、 ヨーヨー釣りやバ

ザーなどのコーナーが設けられ、

手打ち蕎麦やつきたての餅焼き

芋などが振舞われました。また、

消防5分団による操法が実演され

ました。
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リーベロたかはぎで行われた絵画展

には、彩の会会員24名のみなさんの力

作55点が展示されました。会場には、

芸術の秋を待ち焦がれた多くの人が訪

れ、油絵や版画、水彩画など個性豊か

な作品に見入っていました。
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10月14日(日）

10月6日(土)･7日(日)
10月14日(日）
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